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演奏のインタフェース　特集

1.	「音楽すること」
　音楽教育家の Christopher Small は
音楽の本質的な意味は作品や楽譜にあ
るのではなく、それらを“実践する行為”
にあると述べ、これを「ミュージッキ
ング（musicking）」と呼んだ [1]。楽器
を演奏すること、歌をうたうこと、ハ
ミングすること、音楽に合わせて手を
叩くこと、足でリズムを叩くこと等、こ
れらは身体を介して音楽を実践する行
為である。音楽に対する身体的な反応
は母親の胎内にいるときからみられる
し [2]、単に音を聴いているだけにみえ
る鑑賞者でさえ、音楽を聴くことによっ
て、目に見えないレベルであっても身
体の動きが変化している [3]。まさに音
楽は“音楽する”という身体を介した
人間の行為・活動なしには成立しえな
いように思える。このことを Small は
次のような印象的な言葉で述べている。

演奏 × 表現：演奏者—鑑賞者間ダイナミクスの視点

———「音楽の意味とは何か」と「人
間の生における音楽の機能とは何か」
という二つの問いについて、満足な答
えが得られたためしがない。この失敗
のわけは実に単純なところにある。こ
れらは間違った問いなのだ。この世に
音楽などというモノはないのである。
音楽はモノではなく人が行う何ものか、
つまり活動であるのだから（参考文献
[1], p.19 を著者概訳）———

　演奏者や鑑賞者が（たとえそれがき
わめて微小な反応であったとしても）

“音楽する”という行為をなしているの
であれば、演奏を介して演奏者から鑑
賞者に向けて情報が伝達されると同時
に、鑑賞者も演奏に対してなんらかの
反応を示しているはずである。このよ
うに考えれば「鑑賞者の反応から演奏
について知る」こともできるかもしれ

ない。本稿では、音楽の演奏者と鑑賞
者の間に演奏を介した時々刻々のダイ
ナミックな相互対応関係があるという
前提に立ち、筆者が中心となって行っ
た研究を紹介する。まず、音楽の演奏
者が鑑賞者に向けていかなる情報を伝
達しているのかを演奏表現の観点から
示し、その後、鑑賞者の時々刻々の反
応を計測した研究について紹介する。
本稿に関係する内容である「演奏のコ
ミュニケーション」の詳細については、
本特集の河瀬諭先生のご寄稿を参照に
されたい。

2.	 芸術的逸脱と表現ゆらぎ
　わたしたちは誰でも“音楽する”こ
とができ、その行為そのものは音楽の
専門的訓練の有無にかかわらない。そ
の一方で、確かに職業として音楽演奏
を行っており、プロと呼ばれるレベル
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にまで演奏技能を熟達させている人た
ちがいる。このような専門家のレベル
に至るには、“熟慮された練習”を長い
期間にわたって続けることが要求され
る（1 万時間ルール）[4]。音楽演奏の専
門家たちは長年の訓練によって非常に
精緻な運動感覚や身体感覚を身につけ

（ピアニストは超人的にも思えるスピー
ドで鍵盤を押すことができるし、弦楽
奏者たちは印がついているわけでもな
いのに思ったとおりの位置に指を運ぶ
ことができる）、微妙な音の違いを捉え
る聴覚認知技能も獲得している（熟練
の指揮者は 100 人規模のオーケストラ
の中で一人でも間違った音を見つける
ことができるという）。
　このように音楽演奏の専門家たちは
優れた運動感覚や聴覚認知技能を有し
ており、限界はあるものの、きわめて
高速なテンポでも、逆に非常に遅いテ
ンポでもほとんどブレなく等間隔に音
を生み出すことができる。それにもか
かわらず、特に西洋クラシック音楽の
演奏家たちの演奏では、表現に“ゆら
ぎ”が含まれることが一般的である。
つまり、まったく同じ音符が 4 つ並ん
でいたとしても、それらの音符をすべ
て同じように演奏するのではなく、ひ
とつひとつの音符の長さや強さを変
化させて演奏する。演奏者が演奏を
構築するときに操作されるテンポや強
弱等の変数を演奏変数（performance 
parameters）といい、楽譜に基づいて
演奏変数を操作することを一般的に「表
情づけ」と呼ぶ。音楽演奏の科学的研
究のパイオニアである Carl Seashore

（1866-1949）は、表情豊かな演奏は楽
譜上に書かれた音価通りにはなされ
ず、楽譜からの逸脱が認められること
を示し、これを芸術的逸脱（artistic 
deviation）と名づけた [5]。これは後
に、演奏者の表情づけに基づくゆら
ぎ、すなわち表現ゆらぎ（expressive 
variation）の研究へと発展していく [6]。
演奏者が演奏中に操作できる音響的特
性は、テンポやリズムといった時間的
側面や強弱の側面 [7] に加え、弦楽器等
では音色や音高等、多岐にわたるが [8]、
一般的に時間的側面のゆらぎがもっと
も重要な役割を果たすといわれる。
　ここでは、時間的側面のゆらぎの一
例として、テンポの表現ゆらぎの例を

紹介する。図 1 は、ヴァイオリニスト
10 人にニコロ・パガニーニ作曲『カプ
リース』作品 1 第 24 番の序盤部（テー
マ）を「芸術的」および「機械的」に
演奏してもらったときの小節ごとのテ
ンポの平均値の推移である [9]。このよ
うなテンポの推移を表した曲線のこと
をテンポ曲線（tempo curve）という。
上述したように、演奏者が“芸術的”
という意図を含んで演奏すると、メト
ロノームに合わせるような“機械的”
演奏よりも大きな変動が生じ、テンポ
の緩急がよりはっきりとなされている
ことがわかる。
　その一方で芸術的演奏における表現
ゆらぎはデタラメになされるわけではな
い。図 1 から読み取れるように、楽譜
に記された一定のまとまりごとに明確な
パターンを読み取ることができる [10, 11]。
たとえば図 1 では、1 小節目から 4 小
節目までに一つの山、5 小節目から 8
小節目までにもう一つの山ができてい
るが、この部分はまったく同じフレー
ズを演奏している。一般的に音楽構造
として階層が高ければ高いほど表現が
より大げさになるため、拍よりもフレー
ズの方が、小楽節よりも大楽節の方が、
そして大楽節よりも曲全体の方が、そ
の終結部における演奏者の表現がより
顕著に（おおげさに）なる。これは、
たとえば 1 小節目から 4 小節目までと
5 小節目から 8 小節目までのテンポの
緩急の幅を比べると後者のほうが大き
いことからも確認できる。

　とりわけ西洋クラシック音楽では、
演奏者は芸術的に演奏しようと努める
ため、音楽の演奏者は楽譜に記された
構造を解釈し、その解釈を演奏表現に
反映させている。こうした研究に基づ
くと、Seashore のいう芸術的“逸脱”
という用語が、必ずしも正しくないよ
うにも感じられる。演奏者は楽譜上に
記された音符の羅列や表現記号など、
実に些細なことも見逃さずそれを音へ
と表現しようと努めている。演奏者が、
作曲家が楽譜に込めたメッセージをた
ん念に解釈し聴衆に伝達するプロセス
は、 “逸脱”というよりも（西洋クラシッ
ク音楽の演奏が “再現芸術”であると
いわれるように）、作曲家が記した情報
を現代の演奏家が体現する、ある種の
再現の過程であるといえる。このよう
な再現の過程はまさに（作曲家、演奏
者、鑑賞者へと伝わる）コミュニケー
ションと一致しているともいえよう。

3.	 生演奏の演奏表現
　以上述べたように、演奏者は一音一
音の微小なレベルから楽曲全体を見渡
したマクロなレベルまで、演奏表現を
コントロールしている。わたしたち鑑
賞者は、このような演奏者の絶妙なテ
クニックに感嘆するのに加え、コンサー
トやライブでは、まさにそのときにし
か味わえない格別の瞬間を経験するこ
とがある。このとき、演奏者が作り出す、
生き生きとした“場”の力が感じられ
る。このような経験は鑑賞者だけでな

図 1	 ニコロ・パガニーニ作曲『カプリース』作品 1第 24番序盤部を
	 「芸術的」「機械的」に演奏したときの 10人分の平均テンポ曲線。
	 エラーバーは標準誤差を示す（参考文献 [9] を著者改変）。
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する」という現象は社会心理学の古
典的研究の一つである「観客効果」

（audience effect）と同一の状況である。
観客効果は、何か作業をしているとき
に、「だれか見ている人がいる」という
状況で生体のパフォーマンスが上がっ
たり（社会的促進）、下がったりする（社
会的抑制）現象のことをいう。このう
ち、社会的促進となるか社会的抑制と
なるかを決める要因のひとつが課題の
難易度であるといわれている。ここで
は、演奏家にとって十分に学習した楽
曲をコンサートで演奏するときに演奏
は「よく」聴こえるであろう、という
仮説を立てた。
　実験では 13 人のピアニストにシュー
マンの『トロイメライ』を「観客あり（コ
ンサート）」と「観客なし」で演奏して
もらい、その演奏を録音させてもらっ
た。コンサートでは 20 人程度の大学
生に観客役をつとめてもらった。総計
13 人の演奏家に合計 254 人の観客を入
れた大規模なコンサート実験であった。
このコンサートのときには演奏者・鑑
賞者に対して、心理・行動・生理の 3
種のデータを取得しているが（たとえ
ば参考文献 [16]）、ここでは、コンサー
ト実験が終わった後日に、スピーカー
から「音だけ」聞いてもらったときの
データを紹介する。この「後日」の実
験では、観客ありと観客なしの演奏の
録音を「音だけ」で聴取してもらい、
それぞれの演奏を「良かった」（9）か
ら「悪かった」（1）の 9 段階で評価し
てもらった。評価者は非音楽専攻の一
般大学生であったが、結果として音楽
演奏経験の有無にかかわらず、「観客あ
り」演奏をより「良かった」と判断した。
このことは、まったく同じ楽曲を同一

く演奏者にとっても同様である。オー
ストリアの指揮者、ヘルベルト・フォ
ン・カラヤンは、自身の演奏中の心身
の変化に興味を持っていた一人であ
り、ベートーヴェンの『レオノーレ序
曲第 3 番 Op. 72b』をコンサートで指
揮しているときの生体指標（脈拍・体
温・呼吸）を測定している [12]。カラヤ
ンは自家用ジェット機を自ら操縦し公
演や別荘など世界中を飛び回っていた
そうである。そのカラヤンがジェット
機を操縦しているときの平均脈拍数が
95 回 / 分だったのに対し、オーケスト
ラの指揮をしているときの脈拍数はそ
れよりもずっと高く、平均 115 回 / 分
にまで上昇したという。さらに、この
曲の中で「最も心が動く箇所」とカラ
ヤン自身が述べている部分では、脈拍
が 150 回 / 分まで上がっている。カラ
ヤンのような歴史的名指揮者が自身の
生体指標を残していることそのものに
史料としての価値を見出さざるを得な
いが、実際の行為としては立って棒を
振っているだけの指揮者がジェット機
を操縦する以上の強烈な生理反応を示
していることは驚くべきことである。
　“演奏不安”の研究では、こうした
観客を前にした演奏は、演奏者にきわ
めて強いストレスを与え、その結果と
して、ストレス関連の生理反応が生じ、
演奏のコントロールが失われ、ときに
取り返しのつかないほど演奏の質が低
下してしまうことが報告されている（演
奏不安については参考文献 [13] を参
照）。その一方で、「コンサートで完璧
な演奏をしてこそ、なにものにも代え
がたい緊張感やインスピレーションが
生まれる」（参考文献 [14], p.10）という
ような生演奏中の至高体験を語る演奏
家も多い。観客の存在は演奏を阻害す
るディストラクタにもなるが、その一
方で演奏を促進する要因にもなりうる。
これらの相反する 2 つのことがらは何
に起因しているのだろうか。そもそも

「観客の前だと演奏が良くなる」という
現象は現実に生じうるのだろうか。実
際の生演奏と一人で演奏しているとき
の演奏とは何がどのように異なるのだ
ろうか。これらの疑問を解消するため、
実際にコンサートを模した実験研究を
行った [15]。
　「観客の存在によって演奏が変化

の演奏者が弾いている場合においても、
観客の存在によって音楽演奏のクオリ
ティが上がることを示している。音楽
演奏における社会的促進の存在が実証
的に示唆されたものであるといえよう。
　さらにこの研究では、「観客あり」と

「観客なし」という 2 種類の演奏にお
ける演奏変数がどのように異なるのか
も調べている。まず、13 人の演奏者に
よる 2 条件（観客ありと観客なし）で
の『トロイメライ』の一拍一拍の音の
長さを耳ですべて計測した。その後、
26 の演奏の時々刻々の時間表現の変化
がいかなる要素から構成されるのかを

「関数主成分分析」という統計手法を
用いて抽出した（音楽を対象とした関
数主成分分析については参考文献 [17]
を、関数データ分析については参考文
献 [18] を参考にされたい）。その結果、

『トロイメライ』の時間的表現は大きく
3 つの主成分から構成されることがわ
かった。つまり『トロイメライ』の時々
刻々の表現が、「主成分 1：全体的なテ
ンポ」、「主成分 2：最後の部分のテン
ポを他の部分に比べて遅くする程度」、

「主成分 3：全体的な時間ゆらぎのコ
ントロール」の大きく 3 つの主成分か
ら構成されることがわかった。図 2 に
各主成分の時々刻々の影響の仕方を示
す。灰色の曲線がもともとの各演奏の
一拍あたりの時間長の時々刻々の変化

（平均値）であり、これに各主成分の
要素を足したグラフがそれぞれ図 2a、 
b、 c として表されている。主成分 1、2、
3 の主成分得点が高い演奏者は、それ
ぞれ「全体的に遅い演奏」、「曲の最後
だけ他の部分に比べゆっくりとした演
奏」、「緩急をより抑えた演奏」といっ
た工夫をしていることになる。つまり、

図 2	 シューマン作曲『トロイメライ』の１拍あたりの時間長に対する
	 関数主成分分析（参考文献 [15] を著者改変）。
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この主成分得点の大小によって、それ
ぞれの演奏の個性を記述することがで
きるということである。
　これらの主成分得点を「観客あり」
と「観客なし」の条件間で比較すると、
主成分 2 において、「観客あり」のほう
がより主成分得点が平均的な値に近づ
くことが示された。主成分 2 は最後の
部分の演奏表現を調整する方略を反映
しており、前述したような「楽曲全体
を見渡したマクロな視点からの表現」
の程度を示している。この研究の結果
は、こうした方略が、観客の存在によっ
てより“平均的になる”ことを示して
いる。“平均顔”の研究で知られるよう
に、人間の特性の一つに平均的なもの
に対する選好があり [19]、音楽演奏でも

“平均演奏”の研究として知られてい
る [20]。それがより平均的な演奏である
コンサート演奏を好むようになった原
因であると考えられる。これらの結果
は、シューマンのトロイメライを対象
とした、一般大学生による評価に基づ
くものであるが、演奏者は観客の存在
によって、少なくとも演奏の終端部で
の演奏表現を制御していたようである。
　この研究 [15] において一点注意して
おきたいことがある。この研究では、
評価者による評価や演奏表現の主成分
得点を統計的分析にかけており、実際

「観客あり」と「観客なし」では有意
な差が認められているが、その効果量
自体は大きいものではない。観客あり
と観客なしの演奏を演奏者自身が意識
して変えているか、また鑑賞者自身も
意識してその違いを認識できているか
はわからない。また、ベートーヴェン
の楽曲を用いてこの研究の再現性を検
証した、他の研究者らによる研究 [21] で
は有意な効果は認められていない。本
研究で認められた社会的促進が、効果
そのものは大きいものではなく、また、
潜在的なレベルでの処理の結果生じた
ものである可能性もあり、演奏者と聴
取者の双方の文化的背景や楽曲の影響
を考慮したさらなる研究を進める必要
があるといえる。

4.	 鑑賞者の反応から見える演奏者
	 −鑑賞者ダイナミクス
　最後に、音楽演奏における鑑賞者の
反応を測定した研究を紹介する。特に、

演奏者と鑑賞者が“ともに会する”生
演奏場面では、演奏者から鑑賞者に向
けてより直接的に演奏を伝えることが
できるため、鑑賞者が受け取る楽曲の
印象は、演奏者自身がもつ楽曲の解釈
と近いものになる [22, 23]。しかしながら
質問紙を用いた心理尺度で測定される
鑑賞者の印象は、ほとんどの場合、楽
曲をすべて聴取した「後」に生じる反
応を対象としている。音楽聴取後の印
象は聴取“中”の印象とある程度の対
応関係があるといわれているが [24]、わ
たしたちは「演奏を聴き終わった後に
はじめて生じる感動」を体験すること
もあり、生演奏における演奏者と鑑賞
者の間のインタラクションをよりよく
理解するためには、鑑賞後だけでなく
鑑賞中の時々刻々の反応を取得したい
ところである。そこで筆者は、生演奏
中の鑑賞者の時々刻々の反応を心理・
行動・生理の 3 点にまとめ、計測する
試みを行っている。（1）小型のセンサ
による演奏鑑賞中の心電図の測定 [16]、

（2）加速度センサを用いた演奏鑑賞中
の身体の動きの測定 [25]、（3）タブレッ
ト端末を用いた演奏鑑賞中の時々刻々
の印象評定 [23]。ここでは（1）心電図お
よび（3）時々刻々の印象評定に関する
研究を紹介する。
　生演奏鑑賞中の心電図を測定した研
究 [16] では、ピアノ生演奏における鑑賞
者の生理的反応が、聴取文脈（生演奏 
vs 録音演奏）によってどのように異な
るのかを調べている。37 人の鑑賞者に
生演奏で 6 曲（バッハ、シューマン、
ドビュッシーのテンポの速い曲と遅い

曲）を聴取してもらい、その約 10 週間
後に同じ部屋において今度は演奏を録
音したものをスピーカーから聴取して
もらった。両条件における鑑賞者の心
電図を記録し、その心拍数と心拍変動
の特徴量を抽出した。その結果、生演
奏条件では全体的に心拍数が下がるこ
とがわかった（図 3）。演奏者という視
覚的対象があると、鑑賞者は演奏によ
り注意を向けることになるが、一般的
に注意を向ける対象がいると人の心拍
数が減少することが知られている。ま
た、より単純には、クラシック音楽の
生演奏が一般大学生である鑑賞者に
とってリラックスを導くようなもので
あったとも考えられる。また生演奏条
件でのみ、遅い曲に比べて速い曲にお
いて鑑賞者の心拍数が速かったことが
示された（図 3）。遅い曲ではより心拍
数が遅くなるという傾向は演奏の時間
的特徴に鑑賞者自身の生理反応が引き
込まれていたということを示している。
このことは、まさに “演奏者と鑑賞者
がともに会する”ことによって、演奏
の特徴量が鑑賞者自身に影響を与えて
いた証左であるといえよう。
　次に生演奏中にタブレット端末を用
いて心理的反応を計測した研究を紹介
する [23]。パガニーニ作曲『カプリース
Op. 1-24』とゴセック作曲『ガヴォッ
ト』の 2 曲をヴァイオリニスト 10 名に
生演奏で演奏してもらった。この演奏
を連続評定（鑑賞中）で評価してもらっ
た。連続評定には、片手で把持可能な
7インチのタブレット端末（Nexus7-32G, 
Asus）を用いた。評定は画面上に表

図 3	 聴取文脈（生演奏	vs.	録音聴取）および楽曲のテンポ（速	vs.	遅）に
	 よる鑑賞者の平均心拍数の変化（参考文献 [16] を著者改変）。
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示される「快—不快」、「覚醒—鎮静」
からなる二次元平面上で、演奏に対す
る自身の印象をタッチペンで指定する
方法を用いた（図 4、データ取得は 10 
Hz で行っている）。プログラムは Java
言語により構築した。演奏が終わった
あと、演奏全体の印象も評価してもらっ
た（以下では「全体評定」とする）。
全体評定では、予測通り、曲想の異な
る 2 曲に共通して、生演奏では楽曲の
感情的ニュアンスがより明確に受け取
られることが示された。連続評定につ
いて、パガニーニの軌跡の変化（平均
値）を図 5 に示す。「快—不快」の軸
では生演奏では全体的に「0」に近く
なっており、また「覚醒—鎮静」の軸
でも生演奏の変動の幅が録音聴取よ
りも小さくなっていることがみてとれ
る。生演奏のほうが抑えられた印象に
なる、という結果は全体評定とはむし
ろ反対の結果であり、連続評定が全体

評定とは異なる性質を持っていること
を示唆している。この結果は演奏者を
前にすることで鑑賞者が極端な評価を
避けようとした可能性も示唆しており、
ある種の対人的インタラクションの影
響が含まれているのかもしれない。

5.	 おわりに
　演奏表現や鑑賞者の反応の取得から
演奏者と鑑賞者の間のダイナミクスを
可視化しようとする試みについて紹介
した。本稿では西洋クラシック音楽に
おける生演奏場面を主たる対象とした
が、演奏者と鑑賞者の対人的ダイナミ
クスはむしろポップス音楽でよくみら
れる。お気に入りのアーティストがわ
たしたち聴衆に与えてくれる経験はそ
の人たちにしか作り出せない格別の瞬
間である。Frith [26] のいう「文化的に
定義されたポップ・スター」であるこ
ともまた、演奏家の役割であるといえ

るだろう。観客の参加を促すような呼
びかけ（場合によってはその曲その曲
で観客とともに踊るダンスがある場合
もある）や、ジェスチャー（まるで歌
詞の意味に浸っているように胸に手を
あてる）、あるいはその視線の向きさ
え（「いまあの人と目が合った気がす
る !」）、まさに観客とつくりだす“生”
の音楽を作り出している。わたしたち
のグループでは、こうした J-Pop コン
サートを対象とした研究も開始してい
る [27]。演奏と鑑賞のプロセスの解明を
通じて、わたしたちが音楽から感じる
独特の感動について、さらなる基礎研
究を続けていきたいと考えている。
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